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研究背景

⼈の移動データへのニーズは⾼まる中、その実データの⼊⼿は依然難しい

Table 1．既存の⼈の移動データ



研究⽬的

だれもが利⽤可能でシームレスに全国規模で整備された⼈流データの実現

⼀般的に⼊⼿可能なオープンデータとして公開される統計データと既存のPT調査
データ、そして建物データ等の低廉に⼊⼿可能な地理空間情報のみを⽤いることを
前提条件として、典型的な⽇常の⾏動を疑似的に表現する⼈流データの実現を⽬標
とする。



これまでの研究結果

⽇本全国47都道府県1724市区町村、約1億3千万⼈分の動きデータを作成した

全国規模の世帯の現況推計データを開発するとともに、試作したエージェントモデルを
もとに、試験運⽤中のMDXを使⽤することで、全国規模の疑似⼈流データのプロトタイ
プの第１号を試作するに⾄っている。東京⼤学CSISのJorasに申請すると無料で使⽤する
ことは可能となります。

Figure 1. 全国規模擬似⼈流データ Figure 2. CSIS Jorasによるデータ⼊⼿可能



研究計画

都市計画や感染症の広がりなどのシミュレーションへの活⽤を期待している

• 研究項⽬１：エージェントモデルの開発
本研究期間では、近年、オープンデータとして整備されている多種の地理空間情報を収
集し、それをシミュレーション空間に組み込むことで、外部環境の影響を⼗分に考慮し
た⼈の移動データの開発を実現する。なお、本研究提案では、研究期間に研究者向けに
公開できるだけの精度を持った擬似⼈流データの開発を実現する。

・研究項⽬２：観測データ（携帯電話データ）の同化⼿法の確⽴
本提案研究では、⼀般的に⼊⼿可能な携帯電話データであるメッシュ⼈⼝データを対象
として、擬似⼈流データに同化するための⼿法を確⽴する。また、計算資源量と精度と
のバランスを考慮した、エージェントモデルのパラメータの最適化⼿法の実現を⽬指す。


